
















































































(Bunde-Birouste, Byrne and Kemp 2019)。 
 オートエスノグラフィーには 3 つの知識が含まれる。つまり「“auto”=自己、“graphy”
=研究過程及び認識論的枠組み、例えば “ethno”=文化、コミュニティ、社会的世界

































ため、よく国際移民と比較される」(Iredale and Guo 2015: 297)。中国は国土面積が

























































り、その機能を中軸に区分されたのである(劉 2000: 22)。 















































































































































































































































































することが多い。私が住んでいた 4 人部屋には、英語を専攻とした 3 人のルームメー
トがいてそれぞれ湖北省、遼寧省、海南省の出身であったが、クラスメートはいなか
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